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(2) 先 ーに性骨Jj1~；，弱症の l 例







































症例21 20才， ~'7._－，第 2, 3腰椎の完全癒合と椎弓変
形，初｛突起癒合．
症例31 13才，男，第2,3頚椎の完全癒合p 第6.7 






























第 1例， 7才2/J月の女，第2例， 17才の女，第3








































簡単確実な Kerrand Colby );t;r吻合部の拶聞の一因
と考えられる．術後過塩素血症状はなく，腸管内分泌


































外 I 守安 久 ・必永守雄
同 レン ズ十七係、蹄切ィiお術（Ansotomy）に対
する l指針－・lンズ核係蹄の電気的特性
外 I 半田 li 
Illinois Neuropsychiatic Institute 
Bailey, P. 
Levine, R. B. 
Retzlaff, E. 
Till,K. 
(14) 頭部外似による意識障害
外 I 荒本千里
